
進行性多巣性白質脳症（PML）治療ガイドライン（案）	

解　説	
	

1.  非HIV-PMLを「Monoclonal antibody-associated PML」と「その他の非HIV-
PML」に分けて治療戦略を作成。	

2.  メフロキンを積極的に使用するガイドライン。	
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平成23年度プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究班研究成果	

その他の薬剤（エビデンスレベルは低い）	

•  5HT2Aセロトニン受容体拮抗薬（クロルプロマジン，ミルタザピン，リスペリドン，オランザピンなど）は	

        メフロキンと作用機序が違い，併用しても良い．	

•  抗ウイルス薬（シタラビン，cidofovir等）はメフロキン投与が出来ない場合に考慮しても良い．	

•  インターフェロンαもメフロキン投与が出来ない場合に考慮しても良い（ただし，最近の報告はない）．	



